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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
８
年
が
会
員

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
７
年
度
も
残
り
３
か
月
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
地
域
支
部
の
活
動
も
、
会
員

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら

順
調
に
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
５
月
１８
日
開
催
の
第
２３
回
柏

地
域
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
春
の
叙
勲
で
旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
会
員
で
あ
る
元
衆
議
院
議
員
・

櫻
田
義
孝
氏
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
皇

居
で
の
親
授
式
の
お
話
な
ど
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
、
記
憶
に
残
る

総
会
・
懇
親
会
に
な
った
も
の
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
５
月
２５
日
に
は
、
副
支
部
長
・今

井
今
井
享
氏
の
企
画
に
よ
り
、
東
京
六

大
学
野
球
連
盟
結
成
１
０
０
年
の
節
目
の

年
で
あ
り
、
春
季
リ
ー
グ
戦
で
明
治
大
学

が
優
勝
の
可
能
性
あ
り
と
の
こ
と
で
、
流

山
地
域
支
部
と
の
共
催
で
１２
名
に
て
法

大
戦
の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
結
果
は
残

念
な
が
ら
敗
戦
し
、
早
大
と
の
優
勝
決
定

戦
で
も
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
秋
季

リ
ー
グ
戦
で
は
見
事
に
通
算
４４
回
目
の

優
勝
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。 

参
考
ま
で
に
、
１１
月
末
日
時
点
で
の
通

算
優
勝
回
数
は
、
早
大
４９
回
、
法
大
４６

回
、
明
大
４４
回
、
慶
大
４０
回
、
立
大
１３

回
、
東
大
０
回
と
の
こ
と
で
す
。 

さ
ら
に
、
１０
月
８
日
に
は
、
野
田
市
に

本
社
を
置
く
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
に

在
職
さ
れ
て
い
た
副
支
部
長
・
関
根
生
夫

氏
の
企
画
に
よ
り
、
「キ
ッ
コ
ー
マ
ン 

も
の
知

り
し
ょ
う
ゆ
館
」
お
よ
び
宮
内
庁
ご
用
達

の
醤
油
を
醸
造
さ
れ
て
い
る
「
御
用
醤
油

醸
造
所
」
の
見
学
、
茂
木
本
家
美
術
館
で

の
絵
画
鑑
賞
、
な
ら
び
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱

の
関
連
会
社
で
あ
る
㈱
千
秋
社
が
管
理

運
営
す
る
清
水
公
園
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

昼
食
会
を
実
施
し
、
１７

名
と
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
根
生
夫

氏
に
は
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
資
料
作
成
や
送
付

な
ど
、
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
会
報
誌
「
は
く
め
い
」
第
３６

号
に
て
、
令
和
８
年
度
柏
地
域
支
部
総

会
の
開
催
会
場
を
「
ハ
ー
ト
柏
迎
賓
館
」
と

掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
同
館
が
改
修
工

事
に
伴
い
、
令
和
８
年
４
月
以
降
一
時
閉

館
す
る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
た
め
、

会
場
が
変
更
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
新
聞
記
事
に

「
健
康
都
市
宣
言
」
を
「
健
幸
都
市
宣
言
」

と
掲
げ
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

あ
る
高
校
の
文
集
で
は
先
生
が
「
最
幸
な

人
生
を—

—

」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い

る
こ
と
、
俳
優
・
大
村
崑
氏
の
著
書
『
９３

歳
、
崑
ち
ゃ
ん
の
ハ
ツ
ラ
ツ
幸
齢
期
』に
お
い

て
も
「歳
を
重
ね
る
ご
と
に
幸
せ
に
な
る
な

ん
て
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
会
員
も
、
「
高
齢
者
」
で

は
な
く
「
幸
齢
者
」
と
の
気
持
ち
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
も

元
気
に
歩

ん
で
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。 

ま
と
ま
り

の
な
い
ご
挨

拶

と
な
り

ま
し
た
が
、

本
年
も
会

員
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協

力
を
賜
り

ま
す
よ
う

お
願
い
申
し

上

げ

、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒  

柏
地
域
支
部
長  

竹
之
内 

明

謹

賀

新

年 

柏    明 
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令
和
７
年
度
明
治
大
学
校
友
会
定
時

代
議
員
総
会
が
、
令
和
７
年
７
月
２７
日

(

日)

に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
コ

モ
ン
３
階
の
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
２６
日

（
土
）
に
は
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ―
ル
で

「
支
部
長
・
幹
事
長
・
地
域
支
部
長
・
本

部
員
懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ
、
上
野
正

雄
学
長
が
「
権
利
自
由
、
独
立
自
治
細

見
」
と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
権
利
自
由
」
と
い
う
言
葉
は
１
８
８
１

年
（
明
治
１４
年
）
公
表
の
明
治
法
律
学

校
設
立
趣
意
書
の
中
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
「
独
立
自
治
」
に
つ
い
て
は
１
８
９
９

年
か
ら
１
９
０
３
年
頃
に
か
け
て
、
創

立
者
の
一
人
で
あ
っ
た
岸
本
辰
雄
氏
が

校
長
の
時
に
演
説
等
を
通
じ
て
強
調
さ

れ
た
言
葉
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

２７
日
の
定
時
代
議
員
総
会
は
、
代
議

員
５
８
７
人
で
、
当
日
出
席
者
３
７
９

人
、
委
任
状
提
出
者
１
７
１
人
の
計
５

５
０
人
と
の
代
議
員
資
格
審
査
報
告
が

あ
り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審
議
事

項
で
は
令
和
６
年
決
算
報
告
、
監
査
報

告
、
令
和
７
年
度
活
動
計
画
、
予
算

（
一
般
収
支
予
算
６
億
２
７
２
８
万
８

千
円
余
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
国
校
友
大
会
旗
が
香
川
県
支
部
か

ら
福
井
県
支
部
に
引
き
継
が
れ
、
令
和

７
年
９
月
２７
・
２８
日
（
土
・
日
）
開
催
の

福
井
大
会
へ
の
参
加
Ｐ
Ｒ
、
又
令
和
８
年

１１
月
７
・
８
日
（
土
・
日
）
開
催
の
第
６２

回
明
治
大
学
全
国
校
友
徳
島
大
会
へ
の

参
加
を
、
阿
波
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
が
さ
れ
、
最
後
は
校
歌
斉
唱
を
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
代
議
員

総
会
の
報
告
と
し
ま
す
。 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒  

柏
地
域
支
部
長  

竹
之
内 

明  

第
６１
回
明
治
大
学
全
国
校
友
福
井

大
会
が
、
令
和
７
年
９
月
２９
日
、
福
井

市
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ 
エ
ル
ピ
ス
大
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

会
場
で
は
、
珍
し
く
頑
丈
な
パ
イ
プ
椅
子

が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
椅
子
に

腰
掛
け
ま
し
た
。
後
方
の
仕
切
幕
の
隙

間
か
ら
は
、
収
納
さ
れ
た
可
動
式
椅
子

が
見
え
、
チ
ラ
シ
に
「
式
典
・
懇
親
会
会

場
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
一

会
場
で
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

理
解
で
き
ま
し
た
。 

定
刻
と
な
り
大
会
旗
が
入
場
し
ま
し

た
。
前
例
に
倣
い
、
旗
手
は
学
生
服
に

身
を
固
め
た
元
応
援
団
の
郡
和
義
氏

【
昭
和
４８
年
（
１
９
７
３
年
）卒
】
が
務
め
、

壇
上
に
て
大
会
旗
を
福
井
県
の
池
田 

渉
支
部
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
大
会
旗

は
無
事
、
所
定
の
場
所
へ
と
掲
揚
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
国
家
・
校
歌
斉
唱
、
物

故
校
友
へ
の
黙
祷
と
続
き
、
開
会
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
稲
城
義
幸
大
会
実
行
委
員

長
【
昭
和
４２
年
（
１
９
６
７
年
）
卒
】
の

歓
迎
挨
拶
、
来
賓
・
大
学
役
職
者
・
校

友
本
部
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
北
野 

大
校
友
会
会
長
、
柳
谷
孝
理
事
長
、

上
野
正
雄
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。 

来
賓
祝
辞
で
は
、
杉
本
達
治
福
井

県
知
事
、
西
行
茂
福
井
市
長
、
佐
々

木
勝
久
鯖
江
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
杉
本
知
事
か
ら
は
、

福
井
県
が
民
間
機
関
の
評
価
に
お
い

て
幸
福
度

１２
年
連
続
日
本
一
で
あ

る
こ
と
、
併
せ
て
デ
ジ
タ
ル
庁
の
「
幸
せ

実
感
」
で
も
全
国
一
位
と
な
っ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
西
行
市
長
か

ら
は
、
「
食
」
「
歴
史
」
の
魅
力
と
と
も

に
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５

で
全
国
一
位
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
佐
々
木
市
長
か
ら
は
、

明
治
大
学
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
矢

代 

操
先
生
の
出
身
地
が
鯖
江
市
で
あ

る
こ
と
、
市
内
に
旧
宅
地
跡
が
現
存

し
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
明
治
大
学
と
の
連
携

協
定
に
よ
り
学
術
と
地
域
社
会
へ
の

貢
献
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
品
と
し
て
配
布
さ
れ
た
拡
大
眼

鏡
は
鯖
江
市
か
ら
の
提
供
で
、
チ
タ
ン

製
フ
レ
ー
ム
が
特
徴
的
な
品
で
し
た
（
本

製
品
は
、
１０
月
２６
日
開
催
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
物
産
展
に
お
い
て
、
明
治
大

学×

鯖
江
市
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ペ
」
と

し
て
３
，
３
０
０
円
で
販
売
）。 

記
念
講
演
会
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

小
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
「
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
一
乗
谷
～
発
掘
さ
れ
た
風
景
と

住
民
た
ち
」
と
題
し
、
昭
和
４５
年
文
学

部
卒
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
博
物
館
特
別
館
長
の
小
野
正
敏
氏

が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
城
を
中
心
と
し

た
武
家
文
化
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん

で
い
る
一
方
で
、
中
世
の
一
般
住
民
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

は
織
田
信
長
に
よ
る
焼
失
後
に
人
が

住
ま
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
生
活
を

知
る
う
え
で
極
め
て
貴
重
な
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
中
世
学
」
と
い
う
新
た
な
研
究
分
野

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
同
遺
跡

が
そ
の
基
準
と
な
り
得
る
と
の
お
話
が

明

治

大

学

校

友

会 
代

議

員

総

会

報

告 

第
６１
回
明
治
大
学
全
国

校
友
福
井
大
会 

参
加
記 
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あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
地
下
約
２
メ
ー

ト
ル
に
遺
跡
が
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
発

掘
調
査
は
今
後
約
５０
年
間
続
く
予
定

と
の
こ
と
で
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
「越
前
蟹
」は
漁
解
禁
前

の
た
め
提
供
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
越

前
お
ろ
し
そ
ば
、
へ
し
こ
、
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

な
ど
福
井
の
郷
土
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

新
鮮
な
魚
介
類
の
刺
身
や
寿
司
は
地
酒

と
相
性
が
良
く
、
参
加
者
に
好
評
で
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
チ
ア
ダ
ン
ス

や
お
囃
子
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

明
大
祭
の
活
動
資
金
と
し
て
現
役
学
生

が
募
金
箱
を
持
っ
て
会
場
を
回
り
、
目

標
額
５０
万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。 

大
会
の
締
め
く
く
り
は
、
応
援
団
に
よ

る
エ
ー
ル
と
校
歌
斉
唱
で
、
３
番
ま
で
歌

い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
大
会
当
日
の
福
井
新
聞
に

全
国
校
友
福
井
大
会
の
記
事
が
全
面

広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
印
象
深
い

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
（
写
真
掲
載
） 

昭
和
５２
年 

法
学
部
卒 

山
田
研
一 

 

第
５
回
柏
地
域
支
部
の
健
康
麻
雀
大

会
が
、
９
月
２
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
最
高
齢
の
山
内
賢
明
さ
ん

（
昭
和
３０
年
卒
）
を
は
じ
め
、
寒
川
さ
ん
、

日
山
さ
ん
、
今
井
さ
ん
、
浦
田
さ
ん
、
宮

本
さ
ん
、
糸
賀
さ
ん
、
そ
し
て
加
茂
の
２

組
８
名
で
あ
る
。 

初
参
加
の
方
も
お
ら
れ
、
学
生
時
代

に
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
雀
荘
を
思
い

出
し
、
「
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
」
と
言
い
な

が
ら
、
牌
を
思
い
出
し
つ
つ
、
そ
の
手
触

り
を
楽
し
ん
だ
。
昔
を
思
い
出
し
、
慣

れ
て
く
る
と
次
第
に
無
口
に
な
り
、
真

剣
に
手
を
作
り
、
ポ
ン
、
チ
ー
と
声
が

出
始
め
た
。
結
果
は
初
め
て
だ
と
思
う

が
、
私
が
優
勝
し
た
。 

私
は
大
学
２
年
の
時
、
下
宿
に
呼
び

出
さ
れ
て
麻
雀
を
教
え
ら
れ
、
毎
日
の

よ
う
に
仲
間
に
誘
わ
れ
た
。
ス
キ
ー
場

に
行
っ
た
と
き
も
遅
く
ま
で
打
ち
、
隣

室
か
ら
苦
情
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

就
職
先
で
は
、
入
社
後
し
ば
ら
く
し
て

上
司
に
誘
わ
れ
、
週
１
回
程
度
、
数
年

間
付
き
合
い
が
あ
り
、
相
当
な
授
業
料

を
払
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、

職
場
が
変
わ
っ
て
一
切
縁
が
な
く
な
り
、

３０
年
ほ
ど
、
仕
事
を
卒
業
す
る
ま
で
無

縁
だ
った
。 

リ
タ
イ
ヤ
後
、
し
ば
ら
く
し
て
同
年
代

の
老
人
仲
間
と
の
会
で
、
健
康
麻
雀
を

月
１
回
ほ
ど
、
１０
人
前
後
で
開
催
し
て

い
る
。
ル
ー
ル
に
は
特
に
厳
し
く
、
賭
け

な
い
、
飲
ま
な
い
を
原
則
と
し
、
参
加
料

を
い
た
だ
い
て
場
代
を
払
い
、
成
績
表
を

作
成
し
、
賞
品
を
配
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

老
人
に
は
、
外
へ
出
て
人
に
会
い
話
を

し
、
手
先
を
使
い
、
頭
で
考
え
て
判
断
し
、

決
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
フ
レ
イ

ル
予
防
に
は
栄
養
、
運
動
、
触
れ
合
い
が

必
要
だ
が
、
健
康
麻
雀
は
そ
れ
ら
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

最
近
で
は
、
女
性
で
麻
雀
を
楽
し
む

人
も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
に

も
麻
雀
を
勧
め
、
「
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
」
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
指
導
し
て

い
る
会
も
あ
る
よ
う
だ
。
ス
マ
ホ
だ
け
を

見
て
一
人
で
遊
ぶ
よ
り
も
、
４
人
で
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を

す
る
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
楽
し
く

麻
雀
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

昭
和
３７
年
商
学
部
卒 

加
茂
治
男 

健
康
麻
雀
大
会
は
毎
年
春
と
秋
の
２

回
、
柏
駅
近
く
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。 

📱
０
９
０ 

６
９
３
０ 

０
７
８
２
（
宮
本
）

健
康
麻
雀
大
会
に
参
加 
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令
和
７
年
３
月
７
日
茨
城
県
の
霞
台
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
第
３
回
明
大
校
友

会
千
葉
県
西
部
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
３０
名
が
参
加
し
、

柏
支
部
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

石
原
敏
和
さ
ん
が
５
位
、
菊
池
輝
幸

さ
ん
が
１０
位
で
し
た
。
西
部
支
部
の

校
友
を
深
め
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
年
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
方
は
是
非
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。 

昭
和
５１
年
農
学
部
卒 

荒
木
康
生 

       

０
９
０ 

２
２
１
１ 

０
５
７
７ 

千
葉
県
西
部
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
毎

年
３
月
・
９
月
の
第
一
金
曜
日
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
７
年
９
月

５
日
（
金
）
は
天
候
不
良
の
た
め
、
中
止

に
な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
１２
月
７
日
（
日
）
、
国
立
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
学
対
抗

戦
、
伝
統
の
「
明
早
戦
」
は
２５
対
１９
の

僅
差
で
明
治
大
学
が
勝
利
し
、
５
年
ぶ

り
の
対
抗
戦
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

柏
地
域
支
部
か
ら
も
７
名
の
方
が
観

戦
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
私
は

在
学
中
か
ら
の
仲
間
と
と
も
に
観
戦
し

ま
し
た
。
入
場
者
は
３
９
，
０
０
０
名
余

り
に
の
ぼ
り
、
万
単
位
の
観
衆
が
一
体
と

な
っ
て
歌
う
両
校
の
校
歌
は
、
他
の
試
合

で
は
味
わ
え
な
い
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

試
合
は
互
角
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
半
１７
分
に
早
稲
田
大
学
が
先
制
。
そ

の
後
、
明
治
大
学
も
巻
き
返
し
、
前
半
を

１０
対
１０
で
折
り
返
し
ま
し
た
。
後
半
５

分
、
明
治
大
学
が
ト
ラ
イ
を
決
め
て
逆
転

し
、
そ
の
後
も
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い

た
も
の
の
、
早
稲
田
大
学
に
再
逆
転
を
許

す
こ
と
な
く
ノ
ー
サ
イ
ド
を
迎
え
ま
し
た
。 

結
局
、
明
治
大
学
は
対
抗
戦
優
勝
校
と

し
て
大
学
選
手
権
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し

ま
し
た
が
、
大
学
選
手
権
で
は
早
稲
田
大

学
と
の
再
戦
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
勝
利
は
あ

く
ま
で
途
中
経

過
で
あ
り
、
最
終

目
標
は
大
学
選

手
権
優
勝
で
す
。

今
後
も
大
学
日

本
一
を
目
指
し
、

健
闘
を
続
け
て

く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

昭
和
５３
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦 

●
新
入
会
員
の
紹
介 

令
和
７
年
７
月
以
降
に
入
会
さ
れ
た
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。
お
見
知
り
お
き
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

猪
狩 

勲  

さ
ん 

 

昭
５３
年 

商
卒 

日
山
敏
雄
さ
ん  

昭
４５
年 

政
経
卒 

●
明
治
大
学
全
国
校
友
徳
島
大
会 

今
年
の
全
国
校
友
大
会
は
１１
月
７
・８

日
（土
・日
）に
徳
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

全
国
校
友
大
会
に
出
席
す
る
に
は

参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
手
続

き
は
「明
治
大
学
校
友
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
で
き
ま
す
が
、
執
筆
時
点
で

は
ま
だ
徳
島
大
会
参
加
申
し
込
み
受

付
の
ペ
ー
ジ
は
未
開
設
で
し
た
。
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
竹
之
内
柏
地
域
支

部
長
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     
０
４ 

７
１
３
１ 

３
０
８
０ 

千

葉

県

西

部

支

部 
ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ 

明

早

ラ

グ

ビ

ー 
主 な イ ベ ン ト 予 定  

●新春の集い 
1 月１７日(土)Ｗorld Kitchen GLOBAR 
肉バル料理の店 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

●健康麻雀の会 
2 月 7 日(土) 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

■西部支部ゴルフコンペ 
３月・９月の第一金曜日  
📱０９０-２２１１-０５７７(荒木) 

●柏地域支部総会 
５月１７日(日) ロイヤルガーデンパレス柏 
南柏駅より送迎バスがあり 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

○宝井講談修羅場塾 
６月２１日(日) お江戸両国亭 
（両国駅西口徒歩５分）木戸銭無料 
☎０４-７１６４-０６１０(佐々木) 

■千葉県西部支部総会 
6 月２７日（土） １１時～ 
市川市山崎製パン企業年金基金会館 
☎０４-７１３１-３０８０(竹之内) 

■全国校友徳島大会 
１１月７・８日（土・日） 
☎０４-７１３１-３０８０(竹之内) 
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上部組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

編
集
後
記 

こ
の
原
稿
は
Ａ
Ｉ
で
校
正
し
て

い
ま
す
。
確
か
に
読
み
や
す
く
な

り
ま
し
た
が
、
筆
者
が
通
常
使
わ

な
い
と
思
わ
れ
る
言
い
回
し
も
目

立
ち
、
再
校
正
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
筆
者
・
読
者
の
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。 


